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▲国際交流員
　ケイレブ・デマレーさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「JETプログラムの国際交流員として、愛媛県西条市に派遣され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たのは間違いなく運命だ。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そう信じてきた私には理由があった。国際交流員の面接を受けた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時、将来に関する希望や夢を当然聞かれた。常に文学と読書で頭が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いっぱいだった私は、すぐに答えられた。「日本文学を勉強してき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た者として、国際交流員の経験を将来に活かし、いずれ日本文学の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授になりたいです」と自信満々で言った。以前、千葉県に留学し
　ていた頃に愛媛県生まれの大江健三郎に手紙を書き、それを大江の自宅に届けてもらったことを面接で言えたの
　が、愛媛県に派遣されたことに深くつながっていると今も思わずにはいられない。
　　面接に合格し、国際交流員としての行き先が愛媛県であることを知ってから、ワクワクの日々が始まった。大
　江が生まれた大瀬村を何度も彼の作品を読みながら想像したことがあり、大江が学校を抜け出して一人で森の大
　きな木の下で独学をしていたように、私も自国を抜け出して自分を探しに愛媛に行くのだ、と信じていた。西条
　市に引っ越すのに大量の荷物を持ってきたが、大江の全作品第一期も持ってきたのだ。今まで愛読してきた大江
　をさらに深く読む勢いで愛媛県に来た。
　　しかしながら、西条市に住んで４年が経ち、大江を一切読んでいない。現在の内子町にある大瀬村の大江の生
　家を訪ねて行ってもいない。以前、毎日大江のことで夢中だった私は、もう存在しないのか。逆に、大江が生ま
　れた愛媛県に来てはならなかったのか。西条市が愛しの第二の故郷になったので、決してそう思わない。が、愛
　読してきた、一番深く自分の考えに知的な影響を与え、生きる意味をしみじみ感じさせられた大江健三郎をなぜ
　読まなくなったのか。
　　あと１年だけ西条市に住むのだが、１年間で日本文学に対する熱意を取り戻し、再び大江の作品に夢中になり
　大学院生として日本文学を研究する心構えをしたいと熟考している。

文学と大江と私の将来
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